
 

 

総務委員会会議記録 

 

総務委員会委員長 関根 敏伸 

１ 日時 

  平成 22 年９月３日（金曜日） 

  午前 10 時１分開会、午前 11 時 37 分散会 

２ 場所 

  第１委員会室 

３ 出席委員 

  関根敏伸委員長、木村幸弘副委員長、渡辺幸貫委員、五日市王委員、高橋昌造委員、 

  小野共委員、 下正信委員、飯澤匡委員、阿部富雄委員 

４ 欠席委員 

  千葉伝委員 

５ 事務局職員 

  藤原担当書記、米内担当書記、藤澤併任書記、八重樫併任書記、高橋併任書記 

６ 説明のために出席した者 

 (1) 秘書広報室 

   廣田秘書広報室長、木村首席調査監、川口広聴広報課総括課長、菅原報道監 

７ 一般傍聴者 

  ３人 

８ 会議に付した事件 

 (1) 継続調査（秘書広報室関係） 

  「県の広聴広報事業について」 

 (2) その他 

   委員会調査について 

９ 議事の内容 

○関根敏伸委員長 おはようございます。ただいまから、総務委員会を開会いたします。 

 千葉伝委員は、所用のため欠席とのことでございますので、御了承願います。 

 この際、先般の人事異動によりまして、新たに就任された方々を御紹介いたします。 

 樹下尚警察本部長を御紹介いたします。 

○樹下警察本部長 ８月 10 日付で警察本部長を命ぜられました樹下でございます。岩手県

の良好な治安の確保のため、微力ではございますが、全力を尽くしてまいる所存でございま

すので、御指導、御鞭撻を賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

○関根敏伸委員長 樹下警察本部長から、新たに就任された方を御紹介願います。 



○樹下警察本部長 ８月 10 日付人事異動により新たに就任しました若林裕吾捜査第二課長

でございます。 

○若林捜査第二課長 若林でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○関根敏伸委員長 御苦労さまでございました。以上で人事紹介を終わります。 

 これより本日の会議を開きます。本日はお手元に配付いたしております日程により会議

を行います。 

 初めに県の広聴広報事業について調査を行います。調査の進め方についてでございます

が、執行部からの説明を受けた後、質疑、意見交換を行いたいと思います。 

 なお、説明はパワーポイントを利用して行うとのことでございますので、あらかじめ御了

承願います。 

 それでは、当局から説明を求めます。 

○川口広聴広報課総括課長 それでは、広聴広報事業につきまして、パワーポイントを使っ

て御説明したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 なお、本日の説明につきましては、このパワーポイントの説明の後、県政テレビ番組２本

を御覧いただくということにしております。 

 それでは早速説明に入らせていただきます。平成 22 年４月に秘書広報室が設置されたと

いうことで、秘書、広聴広報、報道機能に純化してトップマネジメントを強化するというこ

とにしているわけでございます。 

 広聴広報事業の主なものということで、大きく分けまして、広聴部門と広報部門に分かれ

ます。広聴部門につきましては、県政懇談会と県政提言という形で二つ項目を挙げましたけ

れども、これ以外に、例えば要望関係でありますとかモニター制度、あるいは文化大使とか

パブリックコメント、そういったものがございますけれども、きょうは代表的なものという

ことで県政懇談会と県政提言について御説明したいと存じます。 

 それから、広報部門につきましては、大きく県内向けと県外向けと二つに分かれます。県

内向けにつきましては、紙ベースのもの、いわてグラフということになります。それからテ

レビ、ラジオを使った電波媒体ですね、この二つです。それから県外広報という、こういっ

た体系で行っているものでございます。 

 まず広聴部門、県政懇談会についてでございます。この県政懇談会につきましては、知事

が県民の方々の暮らしや仕事の現場に実際に出かけていって、そして県民の方々と双方向

でやり取りをして、お互いに向かい合って意見交換会を行い、それを県政運営に生かしてい

く、こういった趣旨で開催しているものでございまして、御覧のとおりメニューは七つほど

ございます。岩手フロンティア懇談会から一番下の地域産業等担う家族訪問ということで

すが、草の根地域訪問こんにちは知事です、これが回数的に一番多くなっております。 

 それぞれ対象が異なっておりまして、岩手フロンティア懇談会については有識者、岩手フ

ロンティア・フレッシュトークは若い世代、草の根地域訪問こんにちは知事ですの場合は地

域で活動している団体の方々、希望郷岩手キャンパストークは大学生、希望郷岩手スクール



セッションは私立学校生、そして希望郷岩手放課後座談会は保護者とか教員の方々、そして、

これは平成 21 年度から試行ということでやりましたが、地域産業等担う家族訪問というこ

とで、一次産業、特にそういった産業に従事している方々の家庭を訪問しまして懇談すると

いうことで、昨年度はトータルで 24 回開催しましたけれども、今年度は一応予定としては

20 回ということで計画しております。 

 ８月末現在で 11 回、今年度は開催しておりまして、今月９月、５回ほど予定しておりま

すので、大体目標は達成できるかなといった状況でございます。 

 なお、この県政懇談会の概要、どういった話し合いがなされたかということにつきまして

は、順次、ホームページのほうにアップしてございます。昨年度から、このホームページの

アップの仕方をちょっと変えたというか、改善をしまして、従来は、ずっとやり取りをその

まま掲載していたのですが、最後まで読んでいかないとなかなかわからないということが

ございましたので、昨年度からは、一番初めに要旨の部分を掲載いたしました。要旨を読ん

でいただければ大体概要がわかるということで改善を図ったところでございます。 

 県政懇談会につきまして、県政への反映状況ということで、件数的にはそれほど多い件数

ではございません。平成 21 年度は 56 件、平成 20 年度は 30 件ということで、大体７割くら

いのところで措置なり、実現に向けて努力はしているところでございます。 

 次に県政提言に入りますが、昨年度は 486 件いただきました。この円グラフでおわかりに

なると思いますが、70％が電子メールでいただいております。あとは文書とか電話とかさま

ざまありますけれども、ほとんどが電子メールでいただくという状況でございます。 

 県政提言の主な内容でございますが、県政提言に寄せられる提言といいますのは、その

時々の話題になるような、そういった事項について寄せられるということで、例えば平成 21

年でありますと、これは平成 20 年にも共通しますけれども、県立病院の新経営計画案であ

りますとか、あるいは平成 21 年は特に新型インフルエンザがございましたし、平成 20 年

は地震がございました。ということで、そのとき話題になったようなものが寄せられており

ます。 

 なお、恒常的に寄せられているものといたしましては、職員へのあるいは業務に対する苦

情でありますとか、道路に穴が開いているとか、あるいは、ガードレールが壊れているとか、

新設してほしいとか、そういったもの。あるいは職員の給与、勤務条件こういった内容で寄

せられております。 

 県政提言の県政への反映状況ということで、昨年、486 件ということでお話をいたしまし

た。その前の年を御覧になっていただければ、674 件ということで、減ってきたということ

です。実は、平成 19 年をさらに見ますと、平成 19 年から見ても減少傾向ということで、全

体的には、毎年少しずつ件数が下がっている、こういう状況でございます。 

 理由につきましては、県政提言を利用するよりも、直接担当する機関のほうにいったほう

が早いというのがあるのではないかなと思っております。例えば、新型インフルエンザのと

きなどは、最初はこの県政提言にどんどん寄せられたのですが、各保健所のほうに電話相談



の窓口が設置されますと途端にぱたっと止んでしまうという状況です。したがって、それぞ

れ専門の機関のほうに直接問い合わせなりをするということで年々減っているのかなとい

うふうに見ております。 

 参考までにことしの傾向でございますが、ことし３月に「ザ・コーヴ」という映画が上映

されまして、アメリカでドキュメンタリーのアカデミー賞を受賞した映画でございますが、

これ和歌山県の太地町でイルカ漁を隠し撮りされたものが映画として上映されたというも

のでございまして、実はこの三陸でもイルカ漁をやっているわけでございます。岩手県でも

イルカ漁やっていると、非常にけしからん、やめなさいと、そういうものが県政提言に出さ

れています。３月以降最近はぱたっとやみましたけれども、８月あたりまではトータルで 40

件近くイルカ漁について提言が寄せられました。 

 続きまして、広報部門に移ります。広報につきましては、まず基本的な考えといたしまし

ては、いわて県民計画に基づきますさまざまな運営方針、施策、こういったものを効果的に

広報するということで取り組んでいるものでありますけれども、手法として、分厚い計画書

を解説ふうにやるということでは、もちろんないわけでありまして、県民の方々の生活に密

着したような取り組みなり施策、そういったものを紹介しながらいわて県民計画に対する

御理解をいただく、そういった流れで全体のものを広報していくという状況でございます。 

 本年行いました県の施策に関する県民意識調査の中で、県民の暮らしにとってニーズ度

の高い項目ベスト 10 ということで、１から 10 まで入っておりますけれども、このあたり

は当然、県民の方々にとってみますと重要であり、かつ関心が高いということだろうという

ふうに思われますので、こういう中身について広報していくというのが基本的な考え方で

あります。 

 ただ、ここに入っていない項目でありましても、県としてお知らせをしなければならない

ものもございますので、そういう場合はきっちりバランスを保ちながら広報していくとい

う考え方でございます。 

 そこでまず、紙媒体のいわてグラフということです。御承知のとおり、これは全戸配布の

ものでございまして、発行部数が 51 万 6,000 部となっております。これも本年の県の施策

に関する県民意識調査によりますと、いわて県民計画を何で知りましたかという問いに対

して、圧倒的に紙ベースのいわてグラフが多かったわけです。普通は、これだけのテレビ社

会ですし、ネット社会なので、ネットあるいはテレビというのが多いのかなと予想していた

のですが、やはりいわてグラフで知ったというのが非常に多かったということで、依然とし

て、紙ベースのものが情報伝達手段としてはかなり重要な役割を果たしていることを認識

したところでございます。 

 それから、もう一つ、別に昨年度行いました県の広報活動に関する県民意識調査というも

のをやっていまして、県から出す情報に対してどのぐらいの割合で接触しているのかとい

うところを見たところが、いわてグラフが約 70％ということで、これによると非常によく

見られているということがわかります。ただし、年代的に見るとだんだん若い世代になって



きますと 40％台に落ちてくる、こんな状況でございます。 

 それからもう１つ、私どもでは各種広報事業につきまして、評価いただく懇談会を実施を

いたしておりまして、平成 21 年の秋、10 月に行ったのですけれども、そのときに、このい

わてグラフについてどう考えているかということで御意見をいただいたのですが、全体と

してはよくできているという評価でしたけれども、発行回数の増加というのが検討課題か

なという話をいただきましたし、あとはウェブとの連携、こういったお話もいただいたとこ

ろでございます。 

 こういったところを踏まえてみますと、いわてグラフの評価といたしましては、これだけ

のネット社会、テレビ社会にありながら、よく見られているということが言えるかと思いま

すけれども、一つは若い世代に読まれる工夫、それから発行回数の増というのが課題だなと

いうことが浮かび上がっております。 

 そこで、今年度のいわてグラフの特徴でありますが、昨年度は年５回でありましたけれど

も、今年度は年６回ということで１回ふやしております。たった１回と思われるかもしれま

せんが、年５回と年６回ではかなり違うところがありまして、年６回ですと定期発行という

ことになります。基本的に奇数月に発行するということになっていますので、年５回ですと

不定期になってしまって、いつ来るのかわからないという状況の中でやっていくのですが、

今回は６回にすることによって、そろそろいわてグラフがくるなと、そういう意識づけも行

うことができるということです。 

 それから、２つ目でありますけれども、若者に見て読んでもらう工夫ということで、若い

世代の方が県内外で活躍している、そういった方を表紙に掲載して、若い世代にアピールし

て、手にとってもらう、そういった工夫をしたところでございます。 

 それから県民目線ということで、県民レポーターの採用でありますとか、あとは文字のフ

ォントでありますが、ユニバーサルフォントを採用いたしました。これは昨年度、10 ポイ

ントであったものを 11 ポイントにして見やすくしたというところでありますが、今年度は

さらに、文字を若干丸みを帯びたような形にして、そして文字の線を少し細目にしました。

文字が太いと、特に漢字の画数の多いものがつぶれ気味になりますので、その辺、細くする

と、くっきり、はっきり浮かび上がってくるということで、ユニバーサルフォントを採用し

たところでございます。 

 これは参考でありますけれども、昨年、全国広報コンクール都道府県・政令指定都市部の

広報誌の分野ということで３席をいただきました。３席というのは、一番上が特選、あとは

１席、２席、３席、その下に入選とか佳作が複数件、こういう形になっております。 

 講評を見てみますと、時代に合わせて進化しているし、写真にメッセージ性がある。感性

に響く、県民への投げかけの姿勢が一貫しているとか、行組みが親切、わかりやすい、県民

との協働、地域づくりが伝わってくる、多くの県民が登場して波及効果が高い。こういった

評価をいただいたところでございます。 

 次に、電波媒体のほうでございますけれども、これも県の広報活動に関する県民意識調査



によって、今後いわて県民計画を知ってもらうためにどういう工夫が必要ですかという問

いに対しては、テレビの特別番組を組んで欲しいというのが一番多かったものでございま

す。ここでもいわてグラフは高い位置にあります。いわてグラフは、いわて県民計画の周知

徹底に努めていきますけれども、県民の皆さんからはどちらかというとテレビで特番を組

んで欲しい、こういう要求が強かったという結果が出ております。 

 県政番組についてでございますけれども、今年度の県政番組、民放４局全局で行うという

ことにしております。昨年度は２局でありましたけれども、今年度は全局で、毎週１テーマ

でこれは３分ものです。これも今年度から工夫をいたしましたが、県政番組が始まる直前に

音声と画像で、県からのお知らせですということがわかるような工夫をしたところでござ

います。例えばちょっと何かやっていて画面が見られないという場合は、音を聞いていると、

これが県からのお知らせだなということがすぐわかるような工夫をしたところでございま

す。 

 それから、県政特別番組のほうでありますけれども、これは年４回組んでありまして、７

月 28 日に放映済みでございます。それから２回目、９月１日、この分も既に放映済みでご

ざいます。１回目、２回目とも、知事に生出演をしていただいて組んだということで、今後

２本ということになっております。 

 このほか、タイアップ番組というものがございまして、めんこいテレビとテレビ岩手で今

月の 25 日にタイアップ番組を予定しております。もう１本のほうは冬ということでござい

ます。 

 お知らせ広報というのは、テレビ、ラジオのスポットでございますし、新聞広告は年７回

ということにしております。 

 次に、県外向けの広報でございますが、基本的には「黄金の國、いわて。」ということで、

「いわてでいやして」ということをテーマに食とパワースポットを中心にＰＲしていくこ

とにしております。今年度の県外広報の一番の違いは、赤で大きく書きましたけれども、テ

レビを大々的に活用していきたいなと思っております。これは、恐らく本県では今までかつ

てないような取り組みではないかなと思います。今までですと、満遍なくあれもこれもとい

うことで幅広くやってきたわけですけれども、やはりテレビの影響力  これはテレビと

いっても県内ではなく全国放送です。全国放送で岩手を取り上げていただくような、そうい

う番組の中に組み込んでいくというようなことで、テレビのほうに重心を置いていきたい

というふうに考えているものでございます。 

 例えば食の番組なんか盛んに最近、民放でやっていますけれども、あれで全国放送なんか

されますと、そこの食材をつくっているところに電話とかファックスで照会なり注文が入

る、そういう状況がございますので、テレビの全国放送、これは非常に影響力が強いという

ことで、これを使ってやっていきたいということでございます。 

 先ほど、食とパワースポットを柱立てということで話をしていましたけれども、これはこ

としの６月に朝日新聞の記事で、パワースポットについてどうやって知りましたかという



問いに対して、テレビが多かったのです。パワースポットに人気があるのは若い年代の女性

ということになりますので、普通であればネットかなと思っていたのですけれども、やはり

テレビで情報が収集されているのが多かった。あとは雑誌も比較的高かったというような

結果で、テレビの影響力というのは大きいなという認識をしたところでございます。 

 そこで、今お話をしましたテレビの全国放送でどういったＰＲをしていくのかというこ

とでありますが、基本的にはこれからということであります。いろいろなおいしい食材が出

てくるのは実りの秋以降ということになりますので、こういう各テレビ局の、特に食の関係

の放送を利用してはということでありますが、今決まっておりますのは、はなまるマーケッ

トは既に１回目の取材を終えまして、今月分は７日に放送予定ということで、ここではタレ

ントの柴田理恵さんという方、御存じかどうかわかりませんけれども、柴田理恵さんが盛岡

の三大麺と、それから二戸のやなぎばっと、そばかっけ、そういったものを紹介していくと

いうことで、９月７日に決まっています。あとはなまるマーケットは２本やることにしてい

ます。これは秋から初冬にかけてということでございます。 

 それから、にじいろジーンですけれども、これもまだはっきりとは決まっておりませんけ

れども、タレントさんを活用して放送するという予定で、今それらを詰めているおります。 

 それから、ちょっと意外に思われるかもしれませんがテレビ朝日の報道ステーション。報

道ステーションは御存じのとおり、ニュース番組でございます。ニュース番組でそのような

ものをやるのかという疑問があるかもしれませんけれども、がんばる、挑戦する地方特集と

いうものを秋から冬にかけてやるということで、ここの中で食材、食産業、そういったもの

を取り上げる、時間的には３分から５分。これはもちろん、全部の都道府県を紹介するわけ

ではなくて、限られた中で岩手が入り込んでいるということでございます。 

 あとは、ここにありますさんまのからくりテレビとか、おもいっきりＰＯＮにつきまして

は、これは食のプレゼントということで、御覧になっている方に食材を提供していくとか、

こういうことでテレビに重点を置いていきたいと考えております。 

 食とパワースポットにつきましては、ここに書いてあるとおり、有名料理人とのタイアッ

プでありますとか、あるいは旅、料理、女性雑誌への掲載、それからパワースポットを中心

とした旅番組の編集、こういったことでございます。 

 もう一つ、これは既に終わりましたけれども、学研の KidsNet というのがございます。こ

の KidsNet の中にいわて妖怪天国という企画のものを立ち上げました。ちょうど夏休みの

期間に立ち上げまして、子供たちの自由研究の中でこういったものを取り上げてもらえな

いかというのが一つのねらいでありますし、家族の中でここを御覧になっていただくこと

によって話題が出て、それをうまく旅行とか何かに結びつけられないのかなというような

こともありまして考えたものということでございます。約１カ月の間でしたけれども、アク

セス数が大体１万 9,000 件近くございましたので、学研のほうから、この期間でこのくらい

のアクセス数は非常に多いというふうな話を昨日受けたところでございます。 

 これは参考までにですけれども、毎年、電通が発表しております夏のボーナスの使い道ラ



ンキングというものがございます。これ、ベストテンということでございますけれども、電

通はどういうものを評価していたかといいますと、前の年は、例えばアウトレットモールで

の買い物であるとか、あるいは低価格のミニノートパソコン、そういう節約型のものが非常

に多かったという中で、ことしはどちらかというと積極型のものになってきたということ

で、消費意欲が少しずつ回復して景気回復ということに結びついているのかなと、そういっ

た分析でありましたけれども、私どもで注目したのは、むしろそういうことよりも、パワー

スポット旅行というものがベストテンに入ってきたということが驚きといいますか、びっ

くりしたことで、これは今までにないことですね。それだけパワースポットというのは注目

されているということだと思います。 

 それから、この時期はどうしてもお中元の時期ですので、いろいろな贈り物を購入すると

いうことで、前にもこういう地方の名産というのは、ここ二、三年入っていると思いますけ

れども、継続して上がってきているということで、ここにベストテンの中に食とパワースポ

ットがセットで入ってきたということで、私どもでやっている県外広報の柱立てもあなが

ちそんなに的外れなことをやっているわけではないなということで自信を持ったところで

ございます。 

 秘書広報室ができて、特に広報機能を強化したという話を冒頭私のほうからいたしまし

たけれども、どんなことをやっているのかということで、御紹介させていただきます。まず、

キャッチコピーとかイメージキャラクター、これは実は各部局のほうで独自につくってい

るものがたくさんあります。それはそれで、各部局それなりの立場で、そういったものを使

って広報するというのはそれは結構なことですけれども、受け手の側からしますと、何がど

うなっているのかよくわからないというようなことで、ある程度統一していかなければな

らないということで、まず私どもがやってみましたのは、各部局で使っているキャッチコピ

ー、イメージキャラクター、これを全庁調査かけて、その上で改めて庁議の場で「黄金の國、

いわて。」、それからわんこきょうだいを統一的に使う、こういうことで、岩手県オール一本

でいく場合は一番上にあるのはこれだよということで、これを基本的に使った上で各部局

のほうでキャッチコピーなりイメージキャラクターを使ってＰＲしていきたいということ

で意思統一を図ったところであります。 

 それから、２番目として知事がツイッターを始めました。２月から始めたのですけれども、

広聴広報課のほうでもツイッターを立ち上げまして、知事ツイッターでは情報発信できな

い、知事ツイッターを補完する意味で広聴広報課のほうでも情報発信していくということ

でございます。 

 またユーストリームを活用しまして、これはネットを使った映像配信ですけれども、これ

も試行という形でやってみたところでございます。 

 それから、もう一つは全庁広報ツールの整理ということで、ホームページとか、そういっ

たものを階層整理しなければならないということで、これも各部局のほうに照会をかけま

したら、各部局のほうで持っているホームページやブログとかメールマガジンですが、すご



く乱立をしているわけです。それはそれでいいのですけれども、実際情報を受け取る、欲し

いという皆さんが、どこから入っていけばいいのかというのがなかなかわかりづらいとい

うところがあって、せっかく秘書広報室ができて広報事業に生かせるということで、どうし

ようかなといろいろ考えたのですが、あちらこちらにあるのであれば、受ける入り口を１カ

所つくってやればいいのではないのかということで、いわての旅情報はこちら、こういった

ものを設けました。これは県のトップページです。ここをクリックしていただきますと、県

のホームページですけれども、各部局で開設しているホームページ、ブログ、ツイッター、

メールマガジンの項目が出てまいります。そこから具体的に入っていける。こういうことで、

まず階層整理を行うというものでございます。 

 それから、イベントカレンダーというものを新設いたしました。これは、県だけではなく、

市町村なりいろいろな団体が独自でさまざまなイベントを実施しておりまして、それをそ

れぞれでネットでお知らせしているということになるわけですけれども、御承知のとおり、

県のホームページの新着情報に入れていっても、どんどん新しい情報が入ってまいります

ので、そうすると今載せた情報というのはどんどん下に下がっていくし、一定のレベルにな

ってきますと次のページに移ってしまうということで、欲しい情報に入りにくいというよ

うな、そういった不便性がございましたけれども、きょうはちょっとお見せできませんけれ

ども、各月ごとのカレンダーの中に、県とか市町村とか、あるいは関係する団体、いろんな

団体のイベントが一見してわかるような一覧表をつくり、より詳しく知りたい場合はそこ

をさらにクリックしていただければ、個々のホームページのほうにリンクして入っていけ

る。 

 こういうことで、情報発信の階層整理といたしまして、見やすく、情報の受け手がすぐに

情報が取れるような、そういう手段を講じたところでございます。 

 最後ですけれども、パブリシティーの強化ということで、できるだけ知事の記者会見のと

きに発表する件数をふやしていきたいと思っていまして、昨年度は大体倍近くふやしたと

ころでございます。 

 それから、特に県外でいろいろな事業等を行う場合に、これまではずっと県庁の記者クラ

ブのほうに情報提供していましたけれども、そうではなくて、特に重要なもの、あるいは県

外の方にも知ってほしいというものにつきましては、都道府県会館の中に記者クラブが入

っておりますので、そちらのほうにも投げ込み等を実施いたしまして周知を図っていくと

いうところでございます。 

 以上、雑駁な御説明でございましたけれども、広聴広報事業ということで御説明を終わら

せていただきます。 

 この後、２本、県政特別番組を御覧になっていただきます。最初のほうは６月の第１週に

放送しました岩手・宮城内陸地震からの復興状況、それから２本目が７月の第１週に放送し

ました岩手の水を守り育てる条例についてという水の環境保護、そういった内容のものを

これから放映します。 



 （県政特別番組を上映） 

○関根敏伸委員長 どうも御苦労さまでございました。ただいまの説明に対し、委員の皆様

方から質疑、意見等を承りたいと思います。どなたかございませんでしょうか。 

○阿部富雄委員 大変わかりやすく説明いただいて、特に最後の、いわて希望のちからのコ

マーシャルというか、あれは私も見ていて、わかりやすくて非常にいいなというふうに常日

ごろ思っております。ただ、先ほどもお話しされていましたけれども、県政提言だとか、さ

まざまな媒体を見ていて、県はネット社会だからネットだというふうな考え方だったけれ

ども、紙媒体も決して侮れないということですけれども、私もやはりそこは注意する必要が

あると思うのですね。ブロードバンドのインターネット接続可能世帯というのは確か 45％

ぐらいですよね。携帯電話の普及率は 66％ぐらいですか。ですから２分の１、３分の１は

いわゆるそういうネットに触れられない県民がいるということをきちっととらえた上で広

聴広報というものをやっていかないと、そういう媒体を持っている方々だけに偏ってしま

うという、そういう心配をいつもしているわけです。ですから、その辺は十分に配慮しなが

らやってもらうということが大事ではないのかなとひとつは感じました。 

 それから、２つ目はいわてグラフの配布、末端の家庭に届くには、各自治体の区だとかそ

ういうところを通じて、最終的には班長といいますか、その地域の自治会とか行政区の班長

が届けることになっているのですけれども、これに要する費用といいますか、それが実際に

配布するところには、全然きていない。ところが、県はどこかに金を出しているはずですよ

ね。そういう不明朗な形の配布体制でやっているということは、ちょっと理解しがたい部分

があるのではないか。やっぱりどこにどういうお金を出してどう使われているかというこ

とをはっきり説明してやるということが必要なのではないでしょうか。 

 まとめて言いますね。それから県外向けの広報なのですけれども、テレビを活用した広報

に重点を置いているということですけれども、これは現在の流れとすればそうだと思うの

ですけれども、テレビ以外の本だとか季刊誌だとか、出していると思うのですけれども、そ

れらは我々は全く目に触れることができないのですよね。どこかに配布していれば別なの

ですけれども、私たちは見ることができない。一体どういう形で岩手をＰＲしているのか、

もう少し私たち県民にもわかるような形で、県外向けのＰＲをやっているということを知

らせてもらうことが必要ではないのかなと、このように感じています。 

 先ほどのロゴマークではないけれども、わんこきょうだい、それから「黄金の國、いわ

て。」、これは出すことはいいと思うのですが、何を意味しているかわからないのですよ、わ

んこきょうだいといったってね。何で下に説明を書かないのか。わんこきょうだいのロゴマ

ークつけるのなら、そこに、こういう意味ですよということを一言書かないと、これ何とい

うことで、全然意味のないものになってしまうのではないかなというふうに思うのですね。

ですから、ちょっと短いことでいいから、岩手はこうですよということの説明を、本当に簡

単でいいから、やっていくということが必要ではないかと。 

 この前ちょっと、海外の県の事務所に行く機会があったのですが、そこの職員の人たちが



わんこきょうだいの歌をやっと覚えましたと言っているのですよね。私、わんこきょうだい

の歌があるというのがわからなかったのですけれどもね。国外の、いわゆる海外事務所の職

員の人たちがやっと歌を覚えたというのに、我々県民は、そのわんこきょうだいの歌も何も

わからない、こういうちぐはぐな対応ですよね。その辺も少し配慮していく必要があるので

はないかなと、今の広聴広報の説明を受けて感じました。 

 以上です。 

○廣田秘書広報室長 何点かありましたけれども、私のほうからは二つほどお答えさせて

いただきます。 

 まず、ネット社会とはいいつつも、触れられない県民もいるという御指摘ごもっともだと

思いますので、その辺は実態を十分に頭に入れながら、広く県民に広がるように配慮してい

きたいと思っております。 

 それから、最後のわんこきょうだいあるいは「黄金の國、いわて。」ということで、ある

いは歌の話も出ていましたけれども、私もここにそのバッジを今しておりますけれども、平

泉観光キャンペーンの関係で、これは「黄金の國、いわて。」あるいは「わんこきょうだい」

を出してきたということで、特にわんこきょうだいにつきましては、それぞれそばなり、雑

穀なり、ウニとかという、県内各地の産物を使った形でわんこでＰＲしていこうというふう

なことで、説明しない部分という点では不十分だったのかなということについては、今後配

慮していきたいと思いますし、また歌につきましても、まだまだ我々の説明不足の点があろ

うかと思いますので、その辺も十分に今後拡大する考えでいきたいと思います。 

○川口広聴広報課総括課長 まず、いわてグラフの配布についてですが、これは単独で全世

帯に配布するということになりますと大変高額になるということで、市町村と配布の委託

契約を結んで、県のほうからは市町村のほうに経費として出している状況でございます。具

体的には各市町村がどういうふうにやっているのかというのはちょっと把握しておりませ

んけれども、私も数年前は、順番に回っているのですけれども、町内の班長をやりまして、

そのときは、いわてグラフをみずから各戸、あるいはアパートのほうに配布しておりました。

それに対して何か市のほうから来るということではなく、私の場合は班長だからボランテ

ィアという意識でやっていました。その辺は各市町村によって違うのかなと思いますので、

県としては、市町村のほうに委託をしているという関係でありますとか、あとは市町村のほ

うで対応しているものと思います。 

 それから、県外向けのパンフレットのお話がございました。実は今年度は新たなパンフレ

ットはつくっておりませんで、昨年度つくったのです。今年度はテレビのほうに重点を置く

ということで、パンフレットは増刷だけはすることで考えております。したがって、新しく

つくる作成費の分をテレビのほうに回すとか、そういうことでなんとか枠がもう決まって

いるものですから、その中でやり繰りしながらやっていくという状況でございます。 

○阿部富雄委員 ありがとうございました。大体わかりましたが、いわてグラフの配布にか

かる委託契約の関係、市町村でどう対応しているかわからないということですけれども、私



は何も班長に金を出せとか何とかということを言っているのではなくて、そういう金を出

していて使い道がわからないようなあり方ではうまくないのではないかと言っているので

すよ。ボランティアでやるならボランティアでいいから、これはみんな県民自分たちにかか

わることだから、皆さん、班長になったときは無料で配ってくれませんかというのはそれで

いいのです。けれども一方では、市町村には金を出しているというのでしょう。市町村がど

のように使っているかわからないという、そういう不明朗な対応の仕方は問題があるので

はないでしょうかということをお話ししているのですが、いかがでしょうか。 

○川口広聴広報課総括課長 全く把握していないということではなくて、例えば市町村に

よっては、自治会のほうにいっていて、その自治会の中で役員なんかが関係すると。実際は

その役員のほうにはいっていないかもしれませんけれども、自治会の中でうまく使ってい

ただいているのかなというふうに思います。これはちょっと、私どもも詳細には把握してお

りませんので、そういうことであれば市町村のほうに照会をかけるなどして、どういうふう

なことになっているのかということは把握する必要があるというふうに思います。 

○阿部富雄委員 ぜひね。やはり金を出している以上は、どういう使われ方をしているかと

いうのははっきりしないと、私はうまくないと思います。参考までに一部どの程度で契約し

ているのですか。 

○川口広聴広報課総括課長 １部当たりの配布単価は各市町村とも３円 40 銭、掛ける部数

になります。 

○飯澤匡委員 意見も入ると思いますので、そういうことで御了解をいただきたいと思い

ます。ことしの４月から、先ほど御説明にもありましたように秘書広報室が設置されて、県

庁を一つの会社に例えれば、知事が広報戦略に純化してその強化を図ると、これは社長みず

から組織改革をしてこうやりたいという意思があるのですから、私たちも賛成をして、その

成果を見届けたいというふう思っております。 

 ついては、目標としては大きくトップマネジメントを強化すると。５カ月たったわけです

が、いわゆるトップというのは知事のことですが、そのマネジメントが生かされた５カ月間、

どのようなことに留意され、どのように生かそうとしているか。まだ結果は出ていない部分

のほうが多いと思いますので、その点について御説明をいただきたいというふうに思いま

す。 

 それから、２点目は私もまとめて聞きますが、先ほどのビデオ、私も阿部富雄委員と同じ

で、大変焦点を絞って、岩手の今のありようを広報しているということについては評価した

いと思います。 

 それで監修といいますか、それをつくるのは一元的に秘書広報室でやっているのか、どの

ような手順でやっているのか、それをお知らせ願います。 

 それから、きょう総括的に御説明いただきましたが、印象としてテレビにかなり重点を置

いた情報発信をしたいというようなお話でありました。ちょっと気になったのは、いろいろ

なタレントの方とか外部の有名な方々から岩手のよさを発信していくのは大変結構なので



すが、これもありだろうと思うのですが、では、岩手県に住んでいる人たちがどういう思い

をして、どういう岩手県のオリジナルさというものを発信するかという点において、現在の

時点ではちょっと迫力不足かなと。これは意見です。せっかく、人、資源にも恵まれている

というようなことを知事も言っておるのですから、もう少し岩手のぬくもりだとか、そうい

うものは現地の人たちをうまく......、現地の人といいますか、我々岩手県民のよさをうま

く使った広報のあり方というものがあってもいいのではないかと私は思いました。 

 以上３点です。 

○廣田秘書広報室長 ３点ございましたけれども、１点目と３点目については私のほうか

ら答弁させていただきます。秘書広報室、この４月にスタートして４カ月たったわけでござ

いますけれども、トップマネジメントを強化するというようなことで、知事、副知事等のサ

ポート、それから本県の積極的な情報収集、発信をしていくということでやってきたところ

でございます。 

 具体的には、岩手のイメージを大いに県内外に強力に発信していきましょうということ

で、先ほど御説明したような形でさまざまな新しい取り組みをしているところでございま

すけれども、そのほか、鮮度の新しい情報をどんどん入手していく必要があろうかなと思っ

ておりますので、定期的に県内のそのような団体なり、方々からも情報収集をして、これは

施策につながるような内容かなというような場合には即時に知事、副知事とも相談しなが

ら、各部と連携をとりながらこれを進めていくという状況でございます。 

 また、先ほど来説明ありましたいろいろな情報ツールを大いに活用していくということ

で、ツイッター、ユーストリーム、それから切り口のほうも、いやしとか健康、パワースポ

ットというような、今の時代にマッチしたテーマを選びながら、進めているところでありま

す。 

 それから、３点目につきましては、我々としましては、県の持っておりますさまざまな資

源、農林水産資源、自然、環境、文化、伝統、人材、本当に県外の方々からも大いに評価さ

れてございますけれども、まだまだＰＲ不足というふうに言われてございます。この辺の発

信につきましては、あらゆる手段を通じて効果的な発信ができるように、模索をしながら、

やれることはどんどんやっていくというふうなことで努めてまいりたいと考えております。 

○川口広聴広報課総括課長 県政テレビ番組の作成の手順のお話がございました。これに

つきましては、まず私どもの広聴広報課のほうから、何月の何週にテレビ枠について各部局

のほうに照会を出して希望を出していただきます。いろいろ希望がたくさん上がってまい

りますので、その中から、そのときに話題になっているものとか、あるいはタイミング的に

合うもの、そういったものを選定いたしまして、決まりましたら、私のところと当該部局と

のほうでその番組をどういう柱立てにしていくとか、あるいは内容をどうしていくのか、そ

ういう大まかな概要みたいなものをつくって、その上でそれをテレビ局側のほうにお示し

をしながら進めていく、こういった作業をしておりますので、広聴広報課が一方的にやって

いるというのではなく、むしろ各部局の意見を十分取り入れてやっていくことになります



ので、秘書広報室サイドに内容が偏るとか、そういったことはないというふうに思っており

ます。 

○飯澤匡委員 意見にとどめておきますが、せっかく、今まで別の部にあった２つの課が一

つになってやるということですから、広報だけではなくて、施策の推進に生かしていくとい

う一つの観点の成果を上げるような努力をなさらないと、何のために秘書広報室をつくっ

たのだと。これはトップマネジメントの強化とうたっているのですから、そこのところは

我々議会にも目に見えるような形で進めていっていただきたいと。 

 それから、２点目の監修、随分深く入り過ぎたと、私はそういう意味で聞いたのではあり

ませんが、内容については何もないのですが、残念だったのは、２本目の環境生活部の県政

番組ですが、我々議会で定めたいわての水を守り育てる条例が一言も入っていませんでし

たね。これは、各般に今まで各部局でやっていた取り組みをなるべく一元化してやっていた

だきたいということで、我々議員の政策条例として定めたものですが、どうもそこら辺は庁

内でもやっぱり理解されていないのかというような残念な思いをしておりました。しっか

りとそこら辺も見ていただきたいなと。今からどうせよとは言いませんけれども、何のため

に議員が発議したのかということについて、ちょっと非常に残念な思いをしたと、この辺に

ついてコメントをいただきたいと思います。 

○川口広聴広報課総括課長 御指摘の点につきましては反省する面があるというふうに思

います。今後、より幅広い見地で番組制作に反映させていきたいというように思います。 

○木村幸弘委員 大変御苦労さまでした。ありがとうございます。 

 私からは、今のいろいろな御説明を聞いていて、いわゆる広報という形の中で、県民に向

けて、あるいは県外の方々に向けて発信をするという部分は随分説明の中でよく理解でき

たのですけれども、問題は広聴ということで、県民の声をいかに広く吸い上げるかという部

分で、今御説明いただいた部分でいえば、例えば県政提言あるいは県政懇談会の取り組み、

そうした御紹介があったわけですけれども。 

 例えば県政提言についても、先ほどの説明ですと、年々減ってきていると、件数が。つま

りそれはどういうことなのかという一つの理由で御説明いただいたのは、インフルエンザ

を例にとって、保健所で相談窓口を開設したと、そこに問い合わせがいくことによって県の

この一つの窓口に対する件数が減ったのではないかということもあったわけですけれども、

どうも私、県政の提言とインフルエンザの問題で保健所に問い合わせをする件数とは、性質

が全く違うのではないかというふうに思うのですね。 

 そういう意味で、いかに県内の多くのさまざまな県政課題に対して県民の生の声を拾い

上げ、それを政策に反映させていくかという観点でいうと、そういう部分での拾い上げ方と

いうか、その取り組みに対する工夫というか、取り組みがもう一つ必要になってくるのでは

ないかなというように思うわけです。 

 電子メールなどでの県政提言が 70％でその大半を占めているわけですけれども、先ほど

紙媒体が広報の部分では実は大きな力を発揮しているという部分も含めて、もう少しその



辺のネットだけでなく、例えばパブリックコメントなども、よくホームページに開設してお

聞きしておりますからということがたびたび説明されるのですけれども、果たしてそれだ

けで十分なのかというような部分も含めて、広聴部門の強化という点で何か今後検討とい

うか、考え方についてあればお聞きしたいというのが１点です。 

 それから、いわてグラフの取り組みについては、６回にふやしたということで、大変いい

ことだというふうに思いますけれども、先ほど阿部委員のほうからも、財政的なものもちょ

っと含めての御質問があったのですけれども、予算的な部分で、ちょっと聞きたかったので

すけれども、最近市町村の広報などは随分広告を取り入れて経費の削減にも活用しており

ますが、ホームページにはバナー広告という形で県もやっていますけれども、こういったい

わてグラフ等については、そういった広告等を含め予算的にどの程度足りるか足りないか

ということもあるのでしょうけれども、多少なりともそういった経費負担の関係からも何

らかの工夫があっていいのかなというふうに思っているのですが、その点についてはいか

がでしょうか。 

○川口広聴広報課総括課長 まず、広聴部門の手段のお話がございました。知事が実際に出

かけていって県民の方々と意見交換をしながら、さまざまな意見提言をいただくというよ

うなこともありますし、そのほかに、例えばパブリックコメントをネットだけでやっていて

どうなのかというお話がございましたけれども、各部局では、例えば計画をつくるときとか、

そういったときというのは、いわゆるパブコメだけではなく、地域に出かけていって説明会

を開いて実施していくということもございますので、いろいろな機会にいろんな人を使っ

て意見は吸い上げてやるというふうに思っております。 

 それから、もう一つ、いわてグラフを皆さんに配付しておりますけれども、14 ページ、

15 ページの下のところに広告欄という形で入れております。いわてグラフも今年度から広

告を導入しているということで、枠は２枠ですけれども、そういう形で、少しでも財源を確

保するという工夫はしております。１枠、１回当たり 15 万円ほどということであります。 

○五日市王委員 先ほどの電通の夏のボーナスの使い道ランキングで、パワースポットが

９位ということで、ああ、そうかと。ちょっと私ごとなのですが、実家のほうもこれはパワ

ースポットに入るのか、スピリチュアルスポットに入るのか、ちょっとあれですが、最近の

火災以来、ゴールデンウイーク、あるいは土日、そしてことしの夏休みシーズンも県外ナン

バーがほとんどひっきりなしで見学というか、お参りというか、そういった形で来ていたの

ですね。この結果を見て、なるほどなと思ったのですが、今そういうニーズがあるのだと思

います。これが一過性のブームなのかどうかはちょっとわかりませんが、いずれ、まだまだ

呼び込める素材というか、そういうものが岩手はいっぱいありますので、それは引き続き考

えていただきたいと思います。 

 質問は、広報のほうなのですが、これは県全体の広報としてよろしいかと思います。県内

全戸配布。いわゆることしから４広域振興局体制になったわけですが、その広域振興局ごと

の広報というのはどういうふうにやられているか、ちょっと教えていただきたいと思いま



す。 

○川口広聴広報課総括課長 ４広域振興局体制になりまして、各広域振興局が独自で自局

のＰＲをしていくと場合によっては競い合うという場面もあるというようなことで、私ど

もの所管ではないわけですけれども、政策地域部のほうからそれなりの予算等も措置され

て、そしてＰＲということで県内向けの広報とか、そういうものを発信しているという話は

聞いております。 

○五日市王委員 それは政策地域部なのですか。いわゆる広聴広報のほうでいえばこっち

かなと思ったのですけれども。いずれ、例えば県北なんかにしましても、昔はカシオペアワ

ールドとかといって旧地方振興局がこういった広報を、年に何回かはわからないのですが、

出していたのですが、あるときなくなったのです。今４広域振興局体制になったら、もっと

簡単なやつですよね。本当の１枚の刷り物みたいなやつが１回か２回、変わりましたよとい

うものが出た程度なのです。そこが、ほかの振興局がどうなっているのかはわかりませんけ

れども、もっときちんと統一的な中でやるべきだと思うのですね、その広域振興局任せでは

なくて。ただ、政策地域部だということであればそっちなのかもしれませんが、ちょっとそ

こがひっかかるところなのです。 

 全体的なものはいいのですけれども、例えば、いわゆる岩手フロンティア・フレッシュト

ークだとか岩手フロンティア懇談会とか、平成 22 年も 20 回やっているわけですよね。こ

れも、これで見れば、例えば県北広域振興局と県南広域振興局でやっていても県南広域振興

局のものしか載っていないというところがあると思うのです。そうではなくて、県北広域振

興局でやった分はその県北広域振興局の中でこういうものをやりましたと、その地域に密

着した広報の部分ですね。あるいは、例えば今県立高校の再編問題が出ています。全体では

こうですが、県北地域はこうなっていますよというような、もっとクローズアップしてやる

べきだと思うのですけれども、ここで言ってもだめなのですよね。広聴広報課としての見解

をちょっとお伺いしたいです。 

○廣田秘書広報室長 広域振興局の広報につきましては、基本的にはそれぞれの局の地域

事情を踏まえた判断に任せております。ただ、例えば県南広域振興局は今年度になってリー

ドという全戸配布の広報誌をスタートさせましたし、私が大船渡にいたときは気仙新聞と

いうものをスタートして今も続いて７号か８号になっていますので、それぞれ歴史もある

でしょうし、あとは内容もさまざまだと思いますので、要は地域が元気になるように、郷土

づくりのためにそれなりの必要性というのはあるのだと思いますので、どういうふうな形

で本庁がかかわっていくかについては、政策地域部とも議論していきたいと思います。 

○高橋昌造委員 先ほどは御丁寧な説明ありがとうございます。そして各委員との質問内

容と重なるところがありますので、ひとつよろしくお願いいたします。 

 私は５点についてお伺いしますが、まずきょうのこの前年度との比較ですが、３年間、で

きれば５年間くらいの比較できるものがあれば、平成 22 年度の位置づけがどうなっている

のかというのがわかると思うので、できればもう少し緻密なデータが欲しかったというこ



とをお願いして、まず１点目に入らせていただきます。 

 いわゆるトップマネジメントの強化のためにことしの４月から秘書広報室がスタートし

た。そこで、各部局からいろんな情報を吸い上げると思うのですが、この広聴広報事業の編

集なり編成の基準、基本的な事項は決められておるのかどうか、そしてそれを室内でどのよ

うに統一化されているのか、その辺のところの基準設定なり、基本的な考え方があれば、ま

ずお示ししていただきたいと思います。 

○川口広聴広報課総括課長 まず、広聴広報の基本的な考え方、定め方といいますか、それ

につきましては、基本的に室内で十分協議をした上で、例えば県内向けであれば、新しくで

きたいわて県民計画を周知していく、そういう方針でやっていくということでございます。 

 それから、県外向けについては、何回も申し上げていますけれども、食、パワースポット

ということで、関係する商工労働観光部、あるいは特に食であれば農林水産部、そういった

ところとも協議しながら決めていく。最終的には、特に広報部門については知事の意向とい

うものがやはり強く働くということから、知事協議を経て、その上で基本的な部分を定めて、

そして各事業を展開していく、こういった流れで実施しております。 

○高橋昌造委員 私、年がいって耳が遠くなりましたものですから、ちょっと聞きにくいと

ころがあったのですが、ずばりお聞きしますが、室内にはこの広聴広報のための編成会議み

たいなものは設置されているのですか。 

○川口広聴広報課総括課長 特に編成会議というものは設けているわけではなくて、室は

２課しかございませんので、課内協議を経て、あとは室長協議というのが基本でございます。

特に室の中にそういった編成会議というものは設けておりません。 

○高橋昌造委員 わかりました。それでは、次に第２点目でございますが、県内に今 34 市

町村があるのですが、県における広聴広報、特にも県政懇談会とかいろいろあるのですが、

市町村との広聴広報事業の連携強化をはかる部分がですね。どの市町村も、市町村のことだ

けではなく、県政課題についてもいろいろ御提言とかまたは苦情なり、いろいろな御意見も

あるわけですね。 

 そこで、こういうふうに強化されたことによって、この広聴広報事業、34 市町村との連

携をどのように取り組まれているのか、教えていただきたいと思います。 

○川口広聴広報課総括課長 市町村と広聴広報事業について協議する場というものは特に

は設けてはおりませんけれども、ただ県政懇談会などを実施する場合、当然市町村からの協

力が必要でございますので、そのあたりは市町村にしっかりやってもらっております。 

 また、広報をやる場合におきましても、例えば特定の食材を紹介するというような場合、

そこの市町村の協力もいただくということで、具体の場面で連携を図っているといったと

ころでございます。 

○高橋昌造委員 それでは、次に第３点目ですが、いろいろな媒体、紙とかラジオなりテレ

ビの媒体を通じてなのですが、県民の皆さんにまずわかりやすさとか、それから見たい、聞

きたい、まずいわてグラフが来たら、まずここのところを見たいというようなわくわくする



ような企画というか、私がそこで先ほどお聞きしたのは、ただ羅列してやるものではなく、

今民放でも、例えば地元紙なんか見ても、その人によって違うと思うのですが、ここのとこ

ろを開けて最初に目を通したい。私は、紙媒体であろうが、ラジオ、テレビの媒体でも、あ

そこの番組のここはぜひ聞き逃さないように聞きたい、そういう創意工夫があっていいと

思うのですよね。 

 これは特にも高齢者の方々であれば、文字の大きさとかそういったものにもいろいろ配

慮するとかですね。だから私は、なぜ一番冒頭に、編集、編成の基準、そのようなもののル

ールをある程度決めて統一化してやるべきできではないのかなと。年６回出すたびに同じ

状況でない、変わっているというようなことであれば、例えば私であれば、地元紙であれば

購読者の声の欄を、そこを一番最初に見るとか。ですから、そういう工夫を、今までもやっ

てきていると思うのですが、これからもどのように取り組まれるのか、お教えいただきたい

と思います。 

○川口広聴広報課総括課長 主にいわてグラフについてのお話だったと思います。冒頭御

説明したとおり、いわてグラフについては、おおむね高齢者の方々には大変よく読まれてい

ると、そういう分析がございますので、ことしについては、比較的若い世代に何とか読んで

いただくということで、表紙に若い方で活躍している人を載せるということで、余り見てお

られない若い世代にインパクトを与えて、まずは興味を引く、そして手にとってもらうとい

うふうに工夫したところであります。 

 こういう広報誌というのは、実は、内容がいいというのはもちろんですけれども、一番の

勝負は見た瞬間で決まってしまうということです。表紙を見た瞬間に興味がないと、すぐ目

がほかに移ってしまうということになりますので、若い世代にとっては、こういう活躍して

いる人を、表紙に出すことによってまず手にとってもらう、そして見てもらう、読んでもら

うことに結びつけたいと思います。 

 あとは、いわてグラフのつくりにつきましても、例えばきょうお渡ししております９月号

の４ページからは、いわて希望の木という記事で、県民の方々の具体的な取り組みを通じて、

こういうことをやっているという紹介、つまり県から一方的に知らせるというものではな

くて、主役はあくまでも県民の方々であって、県民の方々がどのように取り組んでいるか、

その姿をどんどん出していきたいというふうに思っております。 

 それから、例えば３ページのほうにも漫画とかそういったものを活用していますし、一番

最後のページには、イラストを交えたものをわかりやすくいわてふれあい見聞録という形

で編集しておりまして、とにかく全体的には魅力のあるものにと、こういう形で編集をして

おります。 

 私どもも、これでいいのだとはいうふうに決して思っておりません。まだまだ改善の余地

はございますので、そのあたりを十分、いろいろな方々から御意見をいただきながら、より

よいものをつくっていくという姿勢で臨んでまいりたいというふうに思います。 

○高橋昌造委員 いずれ、県の広聴広報事業には取り組んでいるわけですが、できる限り、



民放など報道機関をうまく利活用して、一体となって県政の推進をひとつお願いできれば

なと。 

 それから、第４点目は五日市王委員と重なるのですが、ツイッター、これは知事しかでき

ないものなのか。もし広域振興局の局長なり庁内の部局長でもいいのですが、ツイッターを

通して、あそこの局長はやっぱりすばらしいなと、少し競争させるようなことはできないも

のなのか。できないのであればこれはあれなのですけれども、その辺のところを。 

○廣田秘書広報室長 第１点目の民間の活力、ノウハウを大いに活用してということはご

もっともでありまして、我々としましても、広報はやはりわかりやすい、魅力あるもの、だ

れでも読めるもの、そういったものを目指してあらゆる媒体をフル活用してまいりたいと

思っております。 

 第２点目につきましては、ちょっと検討させていただきたいと思います。 

○高橋昌造委員 ちょっと聞き方を間違って、ツイッターは例えばの話で、これは例えば広

報誌でも結構なのですが、先ほど各広域振興局でそれぞれやれということなのですが、この

広報誌、いわてグラフを通じて、各広域振興局長の意気込みとか、できれば毎回、県北広域

振興局ではこういうことをやっているんだなと、県南広域振興局ではこういうことをやっ

ているんだなということをですね。そして、その地域の人たちがそういったことを理解でき

るようなことができないものかということで、ツイッターという例えばの話で、ツイッター

をやれということではありませんので、そこは誤解のないように。 

 それから最後に、きょう一つ勉強になったのは、岩手県広報事業等評価懇談会が設置され

ていると。それから、県民レポーターの採用をされているということなのですが、メンバー

というか、どのような人が懇談会に入っておられるのか、またレポーターとしてはどのよう

な人たちを採用されているのか、もしわかれば。具体的にお話しできないというのであれば、

あらましというか、概要だけで結構ですので。 

○川口広聴広報課総括課長 まず岩手県広報事業等評価懇談会のメンバーでありますけれ

ども、一部報道機関でありますとか、民間でネット等を活用して幅広く事業を展開されてい

る、そういった民間の方に入っていただいております。人数的にはそう多くはございません

けれども、広報関係に造詣の深い方に入っていただいております。 

○小野共委員 基本的なところを１点聞いておきたいのですが、先ほどの当局の御説明で

ありますと、私の認識が正しければ、過去にさかのぼって今に至るまで政策提言、県政提言

の県への質問というのが減っていると、そういうふうに理解したのですけれども、平成 20

年が 674 件、平成 21 年が県政提言の数が 486 件と減っていて、それで直接担当課のほうに

電話が来て、県政に対する提案なりがふえているというのが先ほどの説明による私の認識

なのですが、ネット、電子メールが 70％、これを含めた県政提言の方法が減って、電話に

よる直接担当課への質問、あるいは提言がふえているという、その原因をどう分析している

のか、その１点を聞かせていただきたいと思います。 

 例えば、メールによる提言方法が減っているというのであれば、例えばその原因は余りに



も対応のスピードが遅かったりするといったこともあるのではないかと考えられるような

気がするのですが、そういったことも含めて聞かせていただきたいと思います。 

○川口広聴広報課総括課長 県政提言につきましては、すべて県にかかわるものだけが来

るものではございません。例えば国の所管のものでありますとか、市町村が所管しているも

の、そういったものもどんどん県政提言として入ってまいります。一般の県民の方というの

は、自分がこの意見等をしゃべりたいと思っても、それが国のものなのか、県のものなのか、

市町村のものなのか判然としない方が多いと思います。そういうことで、県だけではないと

いうのがまず一つでございます。 

 提言というふうになっていますけれども、ちょっとこれは申し上げにくいところではあ

りますけれども、かなり内容的にちょっとどうかなというのもかなりの数が実は来るわけ

でございます。単なる誹謗中傷のような、種々雑多なものが来るわけですので、そういう中

で全体的には件数が毎年少しずつ減少しているということでございますけれども、各相談

機関の相談体制といいますか、そういったものがかなり充実してきているのではないかな

というのが一つあろうかと思います。例えば、家庭内でＤＶがあったとか、そういう関係に

ついては、県政提言という形ではなくて、直接相談センターに行くとか、あるいは最寄りの

ところに通報するとか、そういう形で個々に、労働関係であれば労働基準監督署とか、そう

いうところにどんどん直接照会しているのかなと。これは分析しているわけではございま

せんので、はっきりしたことは言えませんけれども。 

 県政提言を使うよりは、直接、自分が聞きたいことをそこの担当する機関のほうに照会し

たほうが早いのではないかという意識があって、直接自分で調べてそちらのほうに照会等

をかけるということで、逆にいうと各機関の相談機能が充実してきているからではないか

なということも理由としては考えられるかなと。あくまでもこれは想像ですけれども、そう

いうことかなと思います。 

 県政提言の処理につきましては、ちゃんと処理期間というものを定めて迅速に対応する

ことにしていますので、おくれたから来ないとかということでは決してございません。迅速

に対応しております。 

 メールの件につきましては、全体的に減少している中で、電子メールの割合はほとんど変

わらないのです。大体 70％ぐらいで推移していますので、メールがふえているとか減って

いるとかというものではございません。 

○関根敏伸委員長 ほかにございませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○関根敏伸委員長 ほかになければ、これをもって県の広聴広報事業について、調査を終了

いたします。 

 これで本日の調査を終わります。執行部の皆様は退席されて結構です。御苦労さまでござ

いました。委員の皆様には、当委員会の委員会調査について相談がありますので、少々お待

ち願います。 



 それでは、委員会調査についてお諮りいたします。当委員会の全国調査につきましては、

さきの委員会におきまして、11 月９日から 11 日までの日程で実施する旨、決定していると

ころでございますが、その詳細につきましては当職に御一任願いたいと思いますが、これに

御異議ございませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○関根敏伸委員長 御異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

 以上で本日の日程は全部終了いたしました。本日は、これをもって散会いたします。御苦

労さまでございました。 


